
前都において薯者ら化杉"・大島,1968)は,わが倒

行地で捕獲されるアユに寄生する犠川吸虫メタセルカリ

アの感染状況を火島ら(1966)の指敷をもとにして謝査

した結果,その感染はわが国全土にみられ,中でも鞁阜

,AD、南に濃厚な感染がみられたことから,后Ⅱ也城の沿光

住民1附に本症の濃厚な流行が挑定されることを述べた,

しかし,これはあくまでもアユの調査にもとづいての推

定であ0て,硴尖なものではない.そこで,その様なア

ユにおけるメタセルカリアの感染状況が,附近の住民に

どの様な流行をもたらしているかをみることは極めて興

味あることであり,また重要なことでもある.木報はそ

のよシなΠ的のもとにわが国"地の河川{咲民にっいて謝

査を行ったものであり,その判湖ι,住民における椣川吸

虫卵{呆打率とアユにおける感染には剛らかな相碍1が認め

られたので以下に机告する.

調査の対象並びに方法

洲査は主として荊報化杉片・大院i,196勘で隷告した

アユを捕獲した河川沿j判上Kを対象としたが,今1川あら

ためて選定した場所もあり,北は秋田県鳥海村からは南

は鹿児鳥県雄人町までの26地区であり,その選定にあた

つては各地の衛生研究所並びに保健所、寄生虫予防協会

に全てを一任Lた.それらの地城の住民は,500人を肝標

にランダ'、.サンプリンゲによる拡仙の批1"力を願い.

それらの肱使に対しては Twee080ケエン酸緩衝i液逮心

沈澱集卵法(火島ら,1965)による杭査を行い、虫卵陽

刊:者に対しては St011 法変法,もしくはセロフフン1臣

胴冷抹50mg 検便による虫卵算定を行0た.また師卸寺に

近郊河川ぴ)アユ,ほ1主101.己を"標に8 ~ 9 刀、火島ら

(1966)の力法で横川吸虫メタセルカリアの感染の有無

七一1.己当りの〆タセルカリア数を求め,拡梗検査とアユ

の検査結果の脇の扣関の有無を求めた.

調査結果

糞使検査の結果は,表1にみる様に横川吸出卵保イ1'率

は秋1"県'鳥海村(19.9%)をのぞくと.先に報告したア

ユにおける成績七同様.北力地城では低率であつたが,

西U本,特に中国,四国,九艸け也力では保卵率並びに

E.P.G.は典に高度にみられたq呆卵率と E.P.G.の冏

には 1,=+0.783 (N=13.、r・1est=4.1753)で極めて火

きなIH開がみられた).

秋細県鳥海村'の笹子川産アユは,わ十かに一尾の調賓

しか行つていな、、が.横川吸虫〆タセルカリア数は極め

て少なく,わ十かに16コであり,その後の吉村らa96:リ

の桜告でもアユにはわずか平均1フコの寄生しかみられて

いない.その、,瓢むしろ当地力で多示にとれ,また最も良

くイ主民が生食を行うウグイ(1'1リ'力010'10h h"k'リ1ιリ13'is

/川ι川N,N"'(Gun小er))には多数のメタセノレカリフ感染

をみることから,吉村ら 0俳3)は鳥海村'の住民におけ

る横川吸虫症の流行がウグィによることを論じている.

そこで今回は秋印県'1誥海村の結果のみは除外し,糞便

検査にもと6く住民の傑卵率と各河川のアユー彪当りの

平均メタセルカリア数から,砧浦'惜1における扣関の千i無

について検討Lた結果(標本数 N=18)、 1・=+0.6803

(T・1esl=3.7126)で両者Ⅲ1に極めて高いれ1関のあるこ

とが認められた.1ⅡL,この場合アユー1で't1りのメタセ

ルカリア数(入')は対数で表現した.

以にの結巣にもとづいて両者問の相関関係式を求めた

結染, Y 19.八 33.8とい・)式が成立した(但し, Yは

住民の保卵率

ーカ,住民にお.ナる横川吸虫の E.P.G.とアユにおけ

るメタセルカリア数との1旧の村Ⅱ對々係については N

9), 1,0,0960 T・teSι 0.2552)で相関のないこと

力t,刃 1'オ'・
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I The egg positi¥e rates in the peopleTnble
..'',,
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考察

わが国全土における横川吸虫症の流行の原因となる魚

種は、ウグィ(横川ら,1962,吉村ら,1973),シラウ

オ(鈴木ら,19脚,小富ら,1958,影井ら,1973)等に

よる特異灼な一部の流行地城を除くと泳の2つの理由か

らフュが最大の役割を演じていることはいなめないであ

ろう,即ち,アユは全国河川でのi魚獲高が極めて簡く

(年間のi魚獲轟は約8.ooot,影井・大島,196田,しかも
各河川流城住民はそれらのフユを生食ナる習慣が極めて

商いことである.

で先に茗者ら(1958)はわが国谷地で捕獲されたそこ

アニにおける本虫の感染状況を調査して、その感染が岐

100
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阜県以南で極めて高度にみられ,そのような傾向は人に

おける流行でもみられるであろうと推測報告した.しか

しながら,この調査はあくまでもアユに粉ける感染状況

であつて,そのまま人に粘ける流行を示すものではない

ので,アユにおけるメタセルカリフの感染と人における

本吸虫卵の保有率の問1こいかなる関連性があるかについ

て検討を行う必要があつた.このような関連性を知るこ

とによつて本症の流行を予測出来,更には予防対策を講

じうることから,公衆衛生学上このような調査は当然必

要であつた.

その結果は糞便内虫卵数とアユに北けるメタセルカリ

ア数の間には相関は認められなかつたが,保卵率と〆タ

セルカリア数の間には明らかな正の相関が認められ,相

関式 Y 19.1Y一綿.8 (Yは保卵率, X はアユ 1尾当り

のメタセルカリア数,但し X は対数で現わした)が得

られた.

しかしながら本症の流行には,プユを食べる習慣のあ

ること,更にはその撮取方法と摂取量が流行の要因とし

て加味されるので,絶対的に本式が当てはまるとは限ら

ないが,アユを調査することによ0て河川住民問におけ

る本症の流行をある程座予測することは可能であろう.

更にわが国における本症の流行の多くは,アユによつ

ているものと考えられるが,ある地方においては先に述

べたように他の魚類(ウグィ,シラウォ)が流行に関与

している場合があることから,調査に当つてはアユ以外

の魚類をも考慮しておく必要がある.例えぱ,今回の秋

田県鳥海村に北ける横川吸虫卵の保有者は極めて高かつ

たが(19.9%),実際にアユを調査した結果ではメタセ

ルカリアはわずかに16コしか附着しておらず,理論的に

はブユからの流行は考えられず,他種魚類によることが

予測された.事実,吉村ら(1973)の同地区を流れる笹子

川産のウグィの調査では,メタセルカリア数がプユに比

べて極めて多数附着しており,更に住民の話ではアユは

捕獲数が少なく,従うて食べる機会も少ない巴のことで,

むしろ横川吸虫メタセルカリアが多数附着しているウグ

イを"生タタキ"と称して生で食べる習慣のあることが

わかり,本地方での流行は主としてウグイによることが

推定された,

以上の調査から前報(影井,大島,196田同様,全国

的にみてわが国河川流域住民にはかなりの横川吸虫症の

流行を推定することが出来,特に中国,四国,九州の河

川沿岸住民は極めて高座の感染があることがわかり,わ

が国南部における横川吸虫症の対策は公衆衛生学上極め

て重大な問題であり,本症の蔓延に対して前報(1968)

にひきつづき中国,四国,九州地方における予防対策を

今後更に強化する必要性のあることを痛感した,

わが国各地の河川流域住民の糞便検査とプユにおける

横川吸虫メタセルカリア保有状況を棚査し検討した結

果,次の如き結論を得た

1)横川吸虫症の流行は,ほぼ全国的に認められたカニ,

濃厚感染を示ナのは,先のアユに蛤けるメタセルカリア

感染と伺様,わが国の南西部(中国,四国,九,愉にお

いて高度 ao%以上の保卵率)であつた.

2)アユに北けるメタセルカリア数巴,糞便検査によ

る虫卵陽性率の問には明らかな正の相関が認められ, そ

の相関式は Y=19.1×一諦.8 (但しYは虫卵陽性率, X

はアユ1尾当りのメタセルカリブ数の対数)であること

カ:わかつた.

3)従つて,アユを調査し,1尾当りのメタセルカリ

プ数を測定することによつてその地域の椣川吸虫症の流

行をある程度予測ずることが可能であると老えられた.
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EPIDENHOLOGICAL SIUDIES ON METAGON1入11ASIS

CORRELATION BET、VEEN THE METACERCARIA・1NCIDENCE IN " AYU

1,ι三COGιOSSUS Aι1、1ν五ιIS, AND EGG・POSIT1νE

RATES IN THE RESIDENTS

OS11ima d '11.1966 τepotted a simple method to estimaιe the llumber o{ matacercaTiae o{

'11ιi"g011i"Ⅱ'S J,0ιogaN・ai in HAyu",1)1eιoglo""5 "hh.eli', and in August of 1966 0nd 1967

Kageiand oS11ima observed dle i"tensitjes of the infection of the metacercaTine of iレ1eιαgoJliリ1"'

J・0ιogατι・ιιiin 1コ1ιιoglosSι6 α11iT、ιlis c0Ⅱected from the 66 rivers of various paTts of JaP且Π. AS

the results " Ayu " C011ected ftom 55 τivets 、vete infected 、、,ith Tnetacercariae of AlctagoJli,""'

J,0ιogawdiand 小e l】igher inten5ities lveTe obserued in " Ayu" from riYe詑 of southern patls

0{ Jnpan

Present paper dealt 熊'ith lhe Telationship 、es、、,een 小e infeC60n rate5 0f metagonimia51S of

111e in11abitants in eηdemic aTe丑S and the number of infected me捻Cercariae of A1ιi'1go,ιil,ιU'
''

J,0ιogawaii"' Ayu "

Ihe Tesult of 5tatistical inYestigation beι凪'een ホe egg p05itive r丑te5 0f i"ha卜itants and

number of metacercariae iD " Ayu " sho、ved close c0訂e1且ιion l-+0.6803 ; N-18 ; T・ιest 3.7126 ;

and the regressio" 1ine 、、,as Y 191×・33.8 (Y=egg positive Tate; X Numbeτ 10gatithum of

met社Cercariae iD " Ayu ")

NoboN KAGEland 入心Chie KIHATA

(DiT,isioN O/ 1,α1.dis/010gJ、,1he l"siih'1e ojl)αιlh'ι 11ι'11ih,1hι〕.0、 J"i%UI)


